
表紙紹介
黄
庭
堅
（
１
０
４
５
〜
１
１
０
５
）
◆
松
風
閣
詩
巻

　
中
国
北
宋
の
書
家・詩
人・文
学
者
。字
は
魯
直
、号
は
山
谷
道
人
、黄
山
谷
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

草
書
を
得
意
と
し
た
が
、行
書
も
洗
練
さ
れ
て
お
り
力
強
く
、独
特
の
創
造
的
書
法
を
も
つ
。こ
れ
ら
の
書

法
は
後
世
に
大
き
い
影
響
を
与
え
た
。蘇
軾
・
米
芾
・
蔡
襄
と
共
に
宋
の
四
大
家
と
称
さ
れ
る
。松
風
閣
詩

巻
は
晩
年
の
作
で
、自
詠
の
詩
を
行
書
で
29
行
書
い
て
い
る
。　
　
　
　
　（
台
北・国
立
故
宮
博
物
院
蔵
）

こ
う
て
い
け
ん

ろ
ち
ょ
く

さ
ん
ご
く
ど
う
じ
ん

木も
っ　

簡か
ん

（
漢
・
晋
時
代
）　

　

紙
が
発
明
さ
れ
る
ま
で
使
用
さ
れ
た
書
写
材
料
の

一
つ
。
竹
簡
と
な
ら
び
石
刻
で
は
う
か
が
う
こ
と
の

で
き
な
い
当
時
の
書
法
を
、
肉
筆
を
通
し
て
知
る
こ

と
ば
か
り
で
な
く
、
書
体
変
遷
の
過
程
を
明
確
に
示

す
資
料
と
し
て
書
道
史
上
の
価
値
は
す
こ
ぶ
る
高
い
。

　

１
９
０
１
年
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
オ
ー
レ
ル
・
ス
タ

イ
ン
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
探
検
に
よ
っ
て
タ
ク
ラ
マ
カ

ン
砂
漠
南
端
の
尼に

雅や

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
晋
代
木
簡

と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
に
よ
る

楼
蘭
故
址
よ
り
晋
代
木
簡
の
出
現
は
、
画
期
的
な
事

件
で
あ
っ
た
。

　

木
簡
の
形
状
は
、
普
通
長
さ
23
㎝
、
幅
1.5
㎝
内
外

の
も
の
が
多
い
。
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
書
記
録
・

書
簡
・
暦
・
貢
物
目
録
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
、
書

体
は
古
隷
・
八
分
・
草
隷
な
ど
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
前
漢
時
代
、
早
く
も
隷
書
を
草
書
化

し
た
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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「
木
簡
」
と
言
え
ば
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
の
は
古
川
暁
洲
先
生
で
す
。
先
生
は
前
半
は
呉
昌

碩
や
張
瑞
図
を
熱
心
に
研
究
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
頃
か
取
り
付
か
れ
た
よ
う
に
木

簡
に
の
め
り
込
ん
で
い
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
素
朴
な
表
情
と
リ
ズ
ム
に
憧
憬
を
深
め
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

木
・
竹

※

簡
、
帛

※

書
は
く

を
総
称
し
て
木
簡
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
文
字
通
り
木
片
に
書
い
て
あ

る
の
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

※
竹
に
書
い
た
も
の　

※
絹
に
書
い
た
も
の

　

木
簡
調
の
実
作
と
し
て
は
、秦
隷
（
篆
意
の
強
い
古
隷
が
多
い
）・

草
隷
・
章
草
体
を
使
い
分
け
た
り
す
る
の
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。

こ
の
作
は
、
通
称
、
武
威
漢
簡
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
八
分
隷
に

焦
点
を
当
て
て
書
き
ま
し
た
。
普
段
の
不
勉
強
さ
が
た
た
っ
た
付

焼
刃
的
で
汗
顔
の
至
り
で
す
。

（54×50㎝）

（136×35㎝）

田
章
對
曰　

臣
聞
之　

天
之
高
萬
　〻

九
千
里

守
清
虚

清せ
い

虚き
ょ

を
守ま

も

る
（
潔
白
で
わ
だ
か
ま
り
の
な
い
生
活
を
保
ち
守
る
）
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楷書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

使
用
筆（
花
林
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

3



打
ち
直
す

打
ち
直
す

内
に
入
れ
込
む

直角に交わって

長く見せる

長く見せる

背勢に
　しぼる

内
に
強
く

　
　入
れ
込
む

三
角
形
に行

書
的

　用
筆
に
鋭
い　折

れ

〔
謂
〕

〔
至
〕

〔
人
〕

〔
無
〕

〔
爲
〕

〔
大
〕

偏
は
横
の
間
隔
を
等
し
く
、
旁
は
縦
長
に
偏
と
の
つ
り
合
い
を
考
え

て
。

下
部
の
広
い
台
形
に
ま
と
め
、
点
は
大
き
め
に
内
に
入
れ
込
む
。

左
右
は
ら
い
の
方
向
と
接
す
る
部
分
に
注
意
し
、
横
広
に
ま
と
め
る
。

横
画
の
間
隔
は
上
部
を
広
く
と
り
、
４
つ
の
点
は
表
情
を
変
え
る
。

上
部
を
狭
く
下
部
で
大
き
く
広
が
る
。
点
は
上
部
に
置
き
、
下
に
余

白
を
残
す
。

不
等
辺
三
角
形
に
ま
と
め
る
。
横
画
と
は
ら
い
は
右
側
に
長
く
張
り

出
す
。

◆
九
成
宮
醴
泉
銘
に
つ
い
て

　
貞
観
６
年
（
６
３
２
）
の
建
碑
。
唐
の
太
宗
が
、
随
朝
の
仁
寿
宮
を
改
修
し
た
九
成
宮
へ
避
暑
に

行
っ
た
と
き
、
宮
殿
の
一
隅
に
醴
泉
（
味
の
よ
い
泉
）
が
湧
き
出
し
た
の
を
記
念
し
、
名
臣
魏
徴
が

勅
使
に
よ
っ
て
撰
文
し
、
欧
陽
詢
も
勅
を
奉
じ
て
書
い
た
彼
の
楷
法
傑
作
中
の
傑
作
と
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
欧
陽
詢
76
歳
の
大
作
で
あ
る
。
い
か
に
も
清
潔
で
完
成
度
が
高
い
。「
孔
子
廟
堂
碑
」

「
雁
塔
聖
教
序
」
と
並
び
称
さ
れ
る
代
表
作
で
あ
る
。
原
碑
は
峡
西
省
の
麟
遊
県
に
あ
る
。

※
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
ま
で
本
書
で
、
楷
書
臨
書
課
題
と
し
て
使
用
し
た
の
で
、
今
年
度

は
そ
の
続
き
の
文
字
か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
た
。

ぎ

お
う

き
ゅ
う
せ
い
き
ゅ
う
れ
い
せ
ん
め
い

よ
う
じ
ゅ
ん

ち
ょ
う

楷
書
臨
書
課
題
解
説

楷
書
臨
書
課
題
解
説

欧
陽
詢

　九
成
宮
醴
泉
銘

き
ゅ
う
せ
い
き
ゅ
う
れ
い
せ
ん
め
い

お
う
よ
う
じ
ゅ
ん

〔
謂
至
人
無
爲
大
〕（
所い

わ

）謂ゆ
る

至
人
は
為
す
無
く
、
大（
聖
）は
、

原　

帖
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行書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

使
用
筆（
花
林
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

5



終
筆
は
楷
書
の
よ
う
に

　
　
　
　
お
さ
え
る

角
度
に
気
を
つ
け

　
　
し
っ
か
り
と
お
さ
え
る

前
傾
に
作
る

強い打ち込み

中央は筆を引き揚げ
　　　　細くする

リ
ズ
ミ
カ
ル
に

中
央
部
は
細
め
に

内
に
強
く
絞
る
の
が
特
徴

余
白
に
注
意

疎

疎

密

左
へ
の
張
り

出
し
多
く

〔
曹
〕

〔
孟
〕

〔
徳
〕

〔
之
〕

〔
詩
〕

〔
乎
〕

１
画
目
は
強
い
打
ち
込
み
で
、
角
度
に
も
注
意
し
て
入
筆
し
、
終
筆

は
楷
書
の
よ
う
に
お
さ
え
る
。
下
部
は
引
き
締
め
て
左
右
に
余
白
を

残
す
。

こ
の
字
は
小
さ
く
引
き
締
め
る
。
余
白
の
取
り
方
に
配
慮
し
、
皿
の

右
側
は
内
側
に
強
く
絞
る
。

偏
の
幅
を
狭
く
つ
く
り
、
左
に
寄
せ
る
。
旁
は
上
部
を
狭
く
下
部
で

広
が
る
。
　
は
横
広
に
明
る
く
軽
快
な
動
き
で
。

小
さ
く
位
置
に
注
意
し
前
傾
姿
勢
に
。
折
れ
の
角
度
に
気
を
配
り
、

し
っ
か
り
お
さ
え
る
。

全
体
に
細
い
線
だ
が
、
直
筆
で
骨
力
を
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。
偏

は
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
運
筆
で
、
旁
は
や
や
楷
書
に
近
い
形
に
な
る
。

全
体
に
菱
形
に
ま
と
め
、
横
画
は
左
へ
長
く
出
し
、
中
央
部
は
細
め

に
す
る
。
最
終
画
終
筆
は
横
に
し
っ
か
り
と
は
ね
る
。

行
書
臨
書
課
題
解
説

行
書
臨
書
課
題
解
説

趙
孟
頫

　前
赤
壁
賦

ち
ょ
う
も
う

ふ

ぜ
ん
せ
き
へ
き
の
ふ

原　

帖

〔
曹
孟
徳
之
詩
乎
〕
曹も

う

孟そ
う

徳と
く

の
詩し

に（
非あ

ら

ず
）や
。
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草書臨書課題（漢字半紙部） 中 井 嶺 暁 臨４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

使
用
筆（
四
海
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

7



方
向
を
変
え
て

広
く

縦
長
に
ま
と
め
る

ゆったりと

太
目
に
力
強
く

回
転
を
ス
ム
ー
ズ
に

太
目
に

角
度
を
作
っ
て

太
小

〔
解
〕

〔
組
〕

〔
誰
〕

〔
逼
〕

〔
索
〕

〔
居
〕

全
体
に
楕
円
形
に
ま
と
め
、
内
部
の
余
白
を
広
く
と
る
。
入
筆
は
力

強
く
、
動
き
を
大
き
く
ス
ム
ー
ズ
な
運
筆
を
心
掛
け
る
。

偏
・
旁
と
も
に
右
上
が
り
の
造
形
な
の
で
最
終
画
横
画
を
そ
ら
せ
て

安
定
さ
せ
る
。
細
部
余
白
の
取
り
方
に
配
慮
す
る
。

偏
は
柔
ら
か
い
線
で
、
旁
と
の
間
を
広
く
あ
け
る
。
旁
は
転
折
で
し

っ
か
り
と
方
向
を
変
え
る
。

上
部
は
幅
を
狭
く
左
側
を
縦
に
一
線
に
揃
え
る
。
⻌
は
厚
み
の
あ
る

線
で
ゆ
っ
た
り
と
は
ら
う
。

全
体
に
縦
長
に
ま
と
め
、
重
心
を
左
に
、
終
筆
で
均
衡
を
保
っ
て
い

る
。

転
折
で
し
っ
か
り
と
方
向
を
変
え
て
、
小
さ
く
ま
と
め
る
。
次
第
に

筆
圧
を
加
え
て
終
筆
は
太
目
に
。

草
書
臨
書
課
題
解
説

草
書
臨
書
課
題
解
説

智
永

　草
書
千
字
文

ち

え
い

せ
ん

じ

も
ん

そ
う
し
ょ

〔
解
組
誰
逼
索
居
〕
組ひ

も

を
解と

き
て
は
誰た

れ

か
逼せ

ま

ら
ん
。
索さ

く

居き
ょ

…
。

原　

帖
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隷書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

使
用
筆（
四
海
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

9



上
部
密

均
等
に

余
白
を
と
る

下
部
疎

広
く

十分に強調させる 肩を柔らかく
下げる

左右の方向で
対比させバランスをとる

筆圧かけてどっしりと

４つの点は表情を変えて

〔
米
〕

〔
祠
〕

〔
臣
〕

〔
愚
〕

〔
以
〕

〔
爲
〕

左
右
対
称
に
ま
と
め
、
下
部
で
広
が
り
安
定
さ
せ
る
。
余
白
の
取
り

方
を
均
等
に
し
、
５
画
目
は
次
第
に
筆
圧
を
か
け
て
終
筆
は
丸
く
お

さ
え
る
。

偏
と
旁
の
幅
は
ほ
ぼ
同
じ
。
偏
の
横
画
は
右
上
が
り
に
し
、
旁
は
肩

を
柔
ら
か
く
下
げ
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。
旁
の
下
部
に
余
白
を
残

す
。

横
の
間
隔
を
等
し
く
、
安
定
し
た
形
に
ま
と
め
る
。
最
終
画
は
筆
圧

を
か
け
て
ど
っ
し
り
と
、
は
ら
い
は
切
れ
味
よ
く
。

上
部
を
狭
く
し
下
部
で
広
が
り
、
安
定
し
た
形
に
。
上
部
の
余
白
は

均
等
に
と
り
、
　
の
２
画
目
が
主
画
と
な
る
の
で
十
分
に
長
く
強
調

さ
せ
る
。

偏
は
左
に
傾
斜
さ
せ
小
さ
く
。
旁
は
右
は
ら
い
を
長
く
、
右
下
に
下

げ
る
。

上
部
の
左
下
へ
の
呼
吸
の
長
い
線
が
主
画
と
な
る
。
終
筆
は
し
っ
か

り
と
腹
で
押
し
込
む
。
４
つ
の
点
は
表
情
を
変
え
て
。

※
隷
書
を
半
紙
に
臨
書
す
る
際
の
注
意
点
は
、
左
右
の
文
字
の
上
部
を
揃
え
る

こ
と
。
そ
う
す
る
と
高
さ
が
違
う
文
字
で
も
、
全
体
に
ま
と
ま
っ
て
見
え
る
。

隷
書
臨
書
課
題
解
説

隷
書
臨
書
課
題
解
説

乙
瑛
碑

い
つ

え
い

ひ

〔
米
祠
臣
愚
以
爲
〕
米べ

い

祠し

を（
給
す
）。
臣し

ん

愚ぐ

以お

為も

え
ら
く
、

原　

帖
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中 字 課 題（漢字半紙部） 津 島 春 汀 書４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

使
用
筆（
天
開
）・
使
用
紙（
中
字
用
半
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

◎
19
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

楷
・
行
・
草
の
三
体
字
典
か
ら
と
っ
て
い
ま
す
。
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調和体（漢字かな交じり文）課題 佐々木彩苑書４月号

※出品段級位（調和体部 新級〜正師範）

使
用
筆（
か
ら
ま
つ
）・
使
用
紙（
調
和
体
用
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

◎
19
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。　
　
　

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

（
◎
印
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
中◎

学
入
学
お
め
で
と
う
新
し
い
制
服
に
身　

を
包
み
元◎

気
に
登
校
し
て
い
る
姿
が
目
に

　
　
　

浮
か
び
ま
す
充
実
し
た
学◎

校
生
活
を
送　

れ
る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す

12



漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
漢
詩
課
題
Ａ
漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
正
師
範
）

点
を
忘
れ
ず
に

動
き
を
大
き
く
大
胆
に

し
だ
い
に
字
幅
を
広
く

し
だ
い
に
字
幅
を
狭
く

小
さ
く

方
向
の
変
化

◎

◎

◎

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で

漢
字
条
幅
部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。

な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記

入
下
さ
い
。

注　意

揮毫動画を
配信しています
詳しくはP39を
ご覧下さい

對 馬 聖 峰書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

使
用
筆（
白
神
）・
使
用
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
梅ば

い

花か

箋せ
ん

）・
使
用
墨（
頂
煙
翰
墨
自
在〈
固
型
〉）　

り
や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
文
字
群
や
字
間
・
文
字
の
大
小
・
潤
渇
の
変
化
な
ど

を
前
も
っ
て
把
握
し
て
か
ら
筆
を
持
つ
と
、
ま
と
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
『
新
年
度
に
な
り
気
分
が
一
新
し
た
と
こ
ろ
で
、
創
作
ベ
ー
ス
の
古
典
も
王
鐸
か

ら
傅
山
に
変
え
ま
し
た
。
と
は
言
う
も
の
の
、
人
が
同
じ
な
の
で
大
し
た
新
鮮
味
を

感
じ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
傅
山
調
の
特
徴
は
、
う
ね
り
な
が
ら
の
大
胆
な
線

に
あ
り
ま
す
。
筆
鋒
が
線
の
中
心
を
通
る
用
筆
＝
イ
コ
ー
ル

中
鋒
で
運
筆
し
て
く
だ
さ
い
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『　

』内
は
對
馬
聖
峰
よ
り
）

　

こ
の
ペ
ー
ジ
の
課
題
は
半
切
２
行
書
き
で
、
本
文
・
落
款
・
印
の
三
つ
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
文
に
は
漢
詩
20
字
（
五
言
絶
句
）
が
１
行
目
に
11
字
、
２
行
目
に

９
字
書
か
れ
て
い
ま
す
。
課
題
に
よ
っ
て
は
１
行
目
12
字
、
２
行
目
は
８
字
の
時
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
下
に
落
款
（
名
前
・
雅
号
）
と
印
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

手
本
が
手
元
に
届
く
と
す
ぐ
に
書
き
た
く
な

り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
手
本
を
細
部
ま
で
よ
く

観
察
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
ん
な
風
に
感
じ
る
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
で
捉
え
て
下
さ
い
。
次
に
手

本
と
手
本
左
に
載
っ
て
い
る
釈
文
を
一
字
ず
つ

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
何
と
い
う
文
字
か
、
く
ず

し
方
や
筆
順
な
ど
、
誤
字
を
書
か
な
い
よ
う
に

よ
く
確
認
し
て
お
き
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
詩
文

の
内
容
も
理
解
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

手
本
右
の
骨
法
に
は
、
作
品
の
作
り
方
が
わ
か

〔
萬

◎

樹
江
邊
杏　

新
開
一

◎

夜
風　

滿
園
深
淺
色

◎

　

照
在
綠
波
中
〕
王　

涯　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
万ば

ん

樹じ
ゅ

江こ
う

辺へ
ん

の
杏き

ょ
う

、
新あ

ら

た
に
開ひ

ら

く
一い

ち

夜や

の
風か

ぜ

。
満ま

ん

園え
ん

深し
ん

浅せ
ん

の
色い

ろ

、
照て

ら
し
て
緑り

ょ
く

波は

の
中う

ち

に
在あ

り
。

意
味
︱
川
岸
の
木
は
み
な
杏あ

ん
ず

、
一
夜
の
風
で
咲
き
は
じ
め
た
。
庭
中
の
あ
ら
ゆ
る
濃
淡
の
色
が
、
緑
の
波
に

　
　
　

照
ら
さ
れ
て
い
る
。
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漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
臨
書
課
題
Ｂ
漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
正
師
範
）

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で

漢
字
条
幅
部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。

な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記

入
下
さ
い
。

注　意

對 馬 聖 峰 臨

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

〔
藏

◎

三
篋
之
文　

波
濤

◎

於
口
海　

爰
自
所
歷

◎

之
國　

摠
將
〕（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）　

読
み
︱（
八
）蔵
三
篋
の
文
は
、
口
海
に
波
濤
す
。
爰こ

こ

に
歴ふ

る
所
の
国
よ
り
、
摠
じ
て（
三
蔵
の
要
文
を
）将も

た

ら
す
こ
と
、

意
味
︱（
八
）蔵
三
篋
と
い
わ
れ
る
各
種
の
経
蔵
の
文
も
、
ま
る
で
海
に
波
が
沸
き
立
つ
よ
う
に
口
ず
さ
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

　
　
　

な
っ
た
。
こ
こ
で
、
歴
訪
し
た
国
々
よ
り
、（
三
蔵
の
経
典
の
内
で
重
要
な
も
の
を
）
持
ち
帰
り
、

使
用
筆（
神
技
北
斗
）・
使
用
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
華
心
箋
）・
使
用
墨（
黒
耀〈
固
型
〉）

〔
萬

◎

樹
江
邊
杏　

新
開
一

◎

夜
風　

滿
園
深
淺
色

◎

　

照
在
綠
波
中
〕
王　

涯　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
万ば

ん

樹じ
ゅ

江こ
う

辺へ
ん

の
杏き

ょ
う

、
新あ

ら

た
に
開ひ

ら

く
一い

ち

夜や

の
風か

ぜ

。
満ま

ん

園え
ん

深し
ん

浅せ
ん

の
色い

ろ

、
照て

ら
し
て
緑り

ょ
く

波は

の
中う

ち

に
在あ

り
。

意
味
︱
川
岸
の
木
は
み
な
杏あ

ん
ず

、
一
夜
の
風
で
咲
き
は
じ
め
た
。
庭
中
の
あ
ら
ゆ
る
濃
淡
の
色
が
、
緑
の
波
に

　
　
　

照
ら
さ
れ
て
い
る
。

十
九
新
月
の
六
種

①
は
楷
書
と
ほ
ぼ
同
様
。
②
は
末
筆
に
次
へ
の
意
連
の
趯は

ね

が
見
え
る
。
③

は
②
の
起
筆
を
特
に
強
く
し
た
も
の
。
④
一
体
に
筋き

ん

を
多
く
し
て
随
っ
て

趯
も
強
い
。
⑤
努ど

法
依
る
。
⑥
は
軽
快
に
鋭
く
、
趯
を
長
く
す
る
。
以
上

の
六
種
の
用
法
は
ど
の
字
に
と
限
ら
な
い
。

　

手
本
課
題
を
見
る
と
、
蔵
は
④
に
近
く
、
國
は
⑤
に
似
る
。

◆
王お

う

羲ぎ

之し

（
集し

ゅ
う

字じ

聖し
ょ
う

教ぎ
ょ
う

序じ
ょ

）

　

◎
行
書
の
基
本
点
画　

蔵
＝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濤
＝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
＝

十
九

⑤ ①③

⑥ ④ ②

④

⑤

⑥

①

②

④

③
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か　な　課　題（かな半紙部） 湯川三壽先生書４月号

注
意
→
支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は

　
　
　

鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

使
用
筆（
南
風
）・
使
用
紙（
か
な
用
料
紙
）・
使
用
墨（
天
衣
無
縫〈
固
型
〉）

※
19
ペ
ー
ジ
に
解
説
が
あ
り
ま
す
。

読
み
︱
わ
が
心こ

こ
ろ

清き
よ

し
ゆ
た
け
し
あ
け
ぼ
の
の
春は

る

の
光ひ

か
り

の
中な

か

に
た
て
れ
ば
（
佐
佐
木
信
綱
）

意
味
︱
わ
た
し
の
心
は
、
い
ま
清
く
豊
か
に
感
じ
ら
れ
る
。
明
け
て
い
く
春
の
光
の
中
に
立
っ
て
い
る
と
。

わ
可か

こ
ゝ
ろ
き
よ
し
遊ゆ

多た

希け

し
あ
介け

本ほ

の
ゝ
春
の
光
の
中
二に

多た

て
連れ

八は

（
◎
は
墨
つ
ぎ
）

◎

◎

※出品段級位（かな半紙部 新級〜正師範）　 　 　 　 　 　

17



か
な
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
正
師
範
）

含
墨（
少
）

含
墨（
多
）

ゆ
っ
た
り
と
し
た
運
筆
で
白
を
創
る
気
持
ち
で

太
さ
の
ポ
イ
ン
ト
、
文
字
群
を
意
識

一
回
転

連
綿
線
も
太
く
ポ
イ
ン
ト
に

伸
び
や
か
な
曲
線

２
行
目
上
部
渇
筆
で
、
な
め
ら
か
な
行
の
動
き
を
表
現
し
ま
し
ょ
う

◎

◎か
な
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
か
な
条
幅
部
門
の

段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お

書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

湯 川 三 壽先生書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

　

早
く
上
達
し
て
、
少
し
で
も
手
本
の
よ
う
に
書
き
た
い
。
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
上
達
す
る
に
は
粘
り
強
く
修
練
す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は

体
力
も
大
切
で
す
。
体
調
が
悪
い
時
に
書
い
て
も
、
線
に
張
り
が
な
か
っ
た
り
、
ふ
ら
つ
い

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
体
力
だ
け
で
な
く
精
神
修
行
も

必
要
で
す
。

　

全
神
経
を
毛
先
に
集
中
さ
せ
、
こ
れ
を
継
続
し
て
繰

り
返
す
こ
と
は
、
大
変
な
こ
と
で
す
。
途
中
で
心
が
乱

れ
て
は
、
自
分
の
思
う
線
が
書
け
な
い
。
一
瞬
で
も
気

を
抜
く
と
、
線
は
乱
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
が
乱
れ

な
い
よ
う
に
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
強
靭
な
集
中
力

を
必
要
と
す
る
の
で
す
。
集
中
力
を
切
ら
さ
な
い
た
め

に
は
日
々
の
た
ゆ
ま
な
い
修
練
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
『
穏
や
か
で
、
ゆ
っ
た
り
し
た
気
持
ち
に
な
る
歌
で
す
ね
。
今
月
は
、
そ
の
ム
ー
ド
を
表

現
し
た
く「
松
煙
墨
」の
淡
墨
で
、
大
ら
か
な
運
筆
、
文
字
の
中
の
白
を
大
切
に
と
思
い
書
作

い
た
し
ま
し
た
。
墨
は
、
硯
の
丘
で
一
度
濃
く
磨
っ
た
墨
を
硯
の
海
の
水
と
混
ぜ
、
そ
れ
を

繰
り
返
し
て
、
表
現
し
た
い
墨
色
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。Instagram@

sanjyukana

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『　

』
内
は
湯
川
三
壽
先
生
よ
り
）

使
用
筆（
雅
）・
使
用
紙（
か
な
条
幅
用
紙
半
切
・
桂
風
）・
使
用
墨（
天
衣
無
縫〈
固
型
〉）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
含
墨
）

〔
王わ

か
こ
ゝ
ろ
清
志し

ゆ
多た

希け

四し

曙
あ
け
ぼ
の

の
春
の
ひ
可か

り
の
奈な

可か

二に

多た

て
れ
者は

〕

読
み
︱
わ
が
心こ

こ
ろ

清き
よ

し
ゆ
た
け
し
あ
け
ぼ
の
の
春は

る

の
光ひ

か
り

の
中な

か

に
た
て
れ
ば
（
佐
佐
木
信
綱
）

意
味
︱
わ
た
し
の
心
は
、
い
ま
清
く
豊
か
に
感
じ
ら
れ
る
。
明
け
て
い
く
春
の
光
の
中
に
立
っ
て
い
る
と
。

◎

◎

読
み
︱
わ
が
心こ

こ
ろ

清き
よ

し
ゆ
た
け
し
あ
け
ぼ
の
の
春は

る

の
光ひ

か
り

の
中な

か

に
た
て
れ
ば
（
佐
佐
木
信
綱
）

意
味
︱
わ
た
し
の
心
は
、
い
ま
清
く
豊
か
に
感
じ
ら
れ
る
。
明
け
て
い
く
春
の
光
の
中
に
立
っ
て
い
る
と
。
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工
藤　

笑
風
…
闊
達
な
線
は
魅
力
的
。
２
行
目
火
か
ら
３
文
字
の
流
れ
は
注
意
。

赤
坂　

陽
凛
…
最
近
に
な
い
躍
動
感
が
あ
る
作
品
で
素
晴
ら
し
い
。

桑
田　

麗
月
…
行
の
流
れ
が
自
然
で
、
落
ち
着
い
た
作
品
。
２
行
目
下
部
に
ぐ
ら
つ
き
が
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

作
品
左
下
に
台
帳
番
号
・
段
位
・
姓
号
を
記
入
。
例
月
作
品
と
は
別
送
し
「
創
作
コ
ー
ナ

ー
」
係
ま
で
。
作
品
返
送
希
望
者
は
、
返
送
用
封
筒
に
住
所･

氏
名
を
書
き
、
切
手
を
貼
っ
て
同
封
下
さ
い
。

読
み
－
雲く

も

去さ

り
て
蒼そ

う

苔た
い

緑み
ど
り

に
、
風か

ぜ

来き
た

り
て
古こ

樹じ
ゅ

春は
る

な
り
。
荒こ

う

碑ひ

篆て
ん

迹せ
き

無な

く
、
山や

ま

も
亦ま

た
亡ぼ

う

秦し
ん

を
解か

い

す
。

意
味
－
雲
が
去
る
と
蒼
い
苔
が
緑
と
な
り
、
風
が
吹
け
ば
古
木
に
も
春
。
荒
れ
た
碑
に
篆
題
の
跡
も
な
く
、

　
　
　

山
も
ま
た
秦
が
亡
ん
だ
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王お

う

乗じ
ょ
う
ろ
く

）

雲
去
蒼
苔
綠　

風
來
古
樹
春　

荒
碑
無
篆
迹　

山
亦
解
亡
秦

４
月
号　

漢
字
条
幅
創
作
課
題

出
品
資
格
「
漢
字
部
門
初
段
以
上
」

作
品
締
切
日
…
４
月
25
日
必
着

１月号　創作優秀作品

私の創作作品

※
成
績
順
に
掲
載
し
ま
す
。（
⃝
印
は
写
真
版
）

〈
漢
字
条
幅
〉

桑
田　

麗
月

赤
坂　

陽
凛

工
藤　

笑
風

佐
藤　

春
芳

中
井　

厳
翔

谷
地　

敬
川

竹
谷　

恵
峰

柳
谷　

玄
海

川
井　

幽
香

伊
藤　

照
峰

髙
橋　

宏
三

○○

○

　

今
月
は
ど
の
作
品
も
太
い
線
を
多
用
し
、上
手
く
書
け
て
い
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
、ア
レ
ッ

と
思
う
連
綿
や
語
句
を
逆
に
書
い
た
作
品
も
あ
り
、
要
注
意
で
す
。　
　
（
對
馬　

聖
峰
評
）

創
作
コ
ー
ナ
ー

創
作
コ
ー
ナ
ー

創
作
コ
ー
ナ
ー

創
作
出
品
規
定

１
月
号
創
作
出
品
者

１
月
号
創
作
概
評

１
月
号
漢
字
条
幅
創
作
課
題

山
人
不
可
遇　

石
甃
久
蕭
條　

我
乞
僧
家
火　

時
来
煮
一
瓢

佐々木　彩　苑

　
「
王
鐸
」
の
「
王
覺
斯
詩
冊
墨
蹟
」

を
ベ
ー
ス
に
す
っ
き
り
と
し
た
線
で

書
け
れ
ば
嬉
し
い
な
あ
と
思
い
な
が

ら
制
作
し
ま
し
た
。
山
場
は
２
行
目

の
「
僧
家
」。
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ご
覧
の
よ
う
に
今
月
か
ら
１
ペ
ー
ジ
に
拡
大
し
ま
し
た
。
今
ま
で
参
考

作
品
が
小
さ
く
見
に
く
か
っ
た
せ
い
で
、
寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
中
に
誤
字

が
た
び
た
び
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
コ
ー
ナ
ー
は
少
し
ず
つ
で
す
が
、

広
が
り
を
み
せ
て
お
り
、
優
秀
作
を
一
点
に
絞
る
の
に
難
儀
し
、
思
い
切

っ
て
２
点
を
紹
介
し
ま
す
。ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
奮
っ
て
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

　

今
月
は
年
度
ス
タ
ー
ト
月
で
も
あ
り
半
紙
に
戻
し
ま
し
た
。
初
め
て
の

書
友
も
気
軽
に
書
け
る
と
思
い
ま
す
。

１
．
締　
　

切　

令
和
４
年
５
月
10
日（
４
月
号
例
月
作
品
に
同
送
可
。
そ
の
場
合
、

別
封
筒
に
入
れ
て「
書
作
品
を
書
こ
う
」と
書
い
て
同
送
の
こ
と
。）

２
．
発　
　

表　

令
和
４
年
８
月
号

３
．
規
定
用
紙　

半
紙（
33
×
24
㎝
）漢
字
（
１
人
１
点
タ
テ
）

４
．
優
秀
作
品
１
点
だ
け
紙
上
に
て
発
表（
批
評
コ
メ
ン
ト
つ
き
）そ
の
他
は
姓
号
の

み
発
表

５
．
段
級
位
に
関
係
な
く
誰
で
も
出
品
可

６
．
返
送
不
可

※
出
品
は
掲
載
し
て
い
る
同
作
品
ま
た
は
、
当
月
規
定
用
紙
で
あ
れ
ば
自
由
作
品
も

可
。
た
だ
し
、
参
考
作
品
が
漢
字
の
時
は
漢
字
作
品
を
、
調
和
体
の
時
は
調
和
体

作
品
を
出
品
し
て
下
さ
い
。

出 品 規 定

吉　

田　

翠　

葉

柳　

谷　

玄　

海

関　

口　

暁　

水

小　

池　

彩　

霞

飯　

村　

華　

晴

竹　

谷　

恵　

峰

山　

内　

瑞　

峰

鳴　

海　

蓮　

鏡

伊　

藤　

照　

峰

幸　

林　

春　

景

（
半
紙
）

出　品　者
（順不同）

山
谷　

梅
華

村
上　

陽
香

◎非常に強く鋭いタッチの線が魅力。中心部の「一
筋」と「し」がポイントになって作品にインパク
トを示す。今後に大いに期待。

◎扇面形と穏やかな風情の書きぶりがとてもよくマ
ッチしている。句の持つ固い決意がこの作品の雰
囲気でケセラセラのように感じるのは自分だけか。

（
半
切
１／２
）

（
半
切
１／２
）

12月号　 優　秀　作　品

書
作
品
を
書
こ
う

書
作
品
を
書
こ
う

書
作
品
を
書
こ
う

静せ
い　

泰た
い

　
　
し
ず
か
な
る
こ
と
。
や
す
ら
か
。

※
作
品
左
下
に
姓
号
を
鉛
筆
で
記
入
し
て
下
さ
い
。
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ペン楷書課題（ペン部）４月号

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
１
０
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

三 浦 景 秀 書ペン行 書 課 題（ペン部）４月号

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
１
０
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

三 浦 景 秀 書
※
常
盤
新
兵
（
１
９
３
１
年
〜
２
０
１
３
年
）…
作
家
、
翻
訳
家
、
ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
者
。

し
ん
ぺ
い

と
き
わ
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ペン行書課題（ペン部）４月号

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
１
０
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

三 浦 景 秀 書
※
常
盤
新
兵
（
１
９
３
１
年
〜
２
０
１
３
年
）…
作
家
、
翻
訳
家
、
ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
者
。

し
ん
ぺ
い

と
き
わ
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支 部 名

段 級 位

氏　　名

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
１
０
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
８
行
使
用
）

ペン横書課題（ペン部）４月号

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支
部
名
、
段
級
位
、
氏
名
も
横
書
き
で
書
い
て
下
さ
い

※
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン（
1
8
8
9
年
〜
1
9
7
7
年
）…
イ
ギ
リ
ス
出
身
の
映
画
俳
優
、
映
画
監
督
、
脚
本
家
、
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
作
曲
家
。

三 浦 景 秀 書

25


